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ヴ ァー ジニ ア ・ウル フは,エ ッセ イ 『私 だ けの部 屋 』

(ARoomofOne'sOwn)に お いて,コ ー ル リ ッジ の

思想 を用 い"agreatmindisandrogynous"1(「 偉 大

な精 神 は,男 女 両性 を具 えて い る。」)と 言 っ てい る。 こ

れ は,少 女 と青 年 の二 人 が タク シー に乗 り込 む情 景(女

性 と男性 が一 つ に統 合 され た情 景)を 窓 か ら見 て,ウ ル

フ が あ る リズ ミカル な秩序 と調 和 を感 じた事 か ら思 い起

こ された思 想 で あ る。 さ らに ウ ル フは続 け て次 の よ うに

述 べ て い る。

...theandrogynousmindisresonantandpor-

ous;thatistransmitsemotionwithoutimped-

invent;thatitisnaturally.creative,incandes-

cent,andundivided.2

この よ うに ウル フ は,厂 男 女 両性 具 有」 の精 神 を高 く

評 価 し,ゴ ー ル ズ ワー ジーや キ ップ リン グは,男 性 的 特

質 しか内 に有 して お らず,彼 らの小 説 は,一 方的 で 説 得

力 に欠 け る と批判 して い る。 そ して,両 性 具 有 の典 型 と

して,シ ェ イ クス ピ ア を上 げ,特 に小 説 家 は,両 性 具 有

的 存 在 で あ るべ きだ と強 調 して い る。

ウル フ は,一 面 的 性格,片 寄 っ た人 間 性 を嫌 い,常 に

調和 の あ る全一 的 人 間 を求 め て い たの で あ るが,こ れ は

ル ネ ッサ ンス的 人 間 像 とも言 え るもの で あろ う。Edwin

BerryBurgumは,``therecurrentthemeofher

[VirginiaWoolf's]fictionisthereforetheloss

inthemodernworldoftheRenaissance.ideal

ofthewell-roundedman,whatourpsychology

termsthemanofwell-integratedpersonality,...,,3

と言 っ て い るが,こ の"well・integratedpersonality"

と は ウル フの い う両 陛具 有 的 人 間性 に他 な らな いで あ ろ

う。

この よ うに,両 性 具有 的 人 間性 を求 め て い た ウル フ は,

又 作 品 に おい て も両性 具 有 の イ メ ー ジ を追求 して い た よ

うで あ る。ウ ル フの作 品 か らは,多 くの二 面 性(duality)

「内 」 と 「外」,厂 生」 と 「死 」,「 理 性 」 と 「直

感 」 な ど一 が,見 い 出 され るが,彼 女 は常 に これ を統

合 しよ う と努 力 して い たの で あ る。 そ して,こ れ ら相 反

す る二 っ の概 念 は,「 男 」 と 「女 」 とい う二 元 性 に基 づ

くと考 え られ,4よ っ て これ ら二 面 性 を統 合 す る理 論 も又,

「両 性 具 有理 論」 と呼 ぶ こ とがで きる だ ろ う
。 ウ ルフ 自

身,『 私 だ けの部 屋 』 の 中 で次 の よ うに述 べ て い る。

Somecollaborationhastotakeplaceinthe

mindbetweenthewomanandthemanbeforethe

artofcreationcanbeaccomplished.Some

marriageofoppositeshastoheconsummated.s

この よ うに,ウ ル フ が小 説 家 と して求 め て いた 「両性

具 有」 は,彼 女 の文 学 にお い て,芸 術 理 念 にも通 じる重

要 な要 素 の一 つ だ と思 われ る。 そ れ ゆ え,こ の小 論 で は,

ウル フ の両 性具 有 理 論 を作 品 をふ ま え解 明 し,さ らに心

理 学 や フエ ミニ ズ ム との 関連 か ら も考 察 して みた い。

2

まず,ウ ルフの小説 に現れた,両 性具 有のイメージを

分折 し,彼 女の文学 におけるその意味 を考えてみたい。

ウルフの小説 におけ る,両 性具有の イメージといえば,

誰 しもが 『オーラン ドー』(Orlando)を 思 い浮かべ る事

であろ う。 これは,何 世紀 にもわたって生 きつづけるオ

ーラ ンドー とい う人物 の自伝的小説で あるが
,オ ーラン

ドーは,男 性 から女性へ と性転換す るのである。 この奇

想天外 なア イデ アによ り,ウ ルフは,文 字通 りの両性具

有 の人物(も ちろん内面 に着目 した両性具有 なので ある

が)を 描 き,彼 女の両性具有理論 を具現化 させている。

初期 の作品,『 夜 と昼』(NightandDay)で は,題 名

において,す で に二面性 が表れてい る。 また この題名は,

主人公キ ャサ リン ・ヒルベ リーの夜 と昼 に分裂 された生

活 を象徴 してい る。 キャサ リンは,昼 には,祖 父の伝記

を執筆する母 を助 け,お 茶の用意 をし,客 をもてなす と

いった,社 会的な 「外」 に向いた生活 を送っている。こ

れに対 して夜 には,内 密 に数学や天文学の勉強 を自室 に

閉 じこもってす るとい う個人的 なr内 」 に向いた生活 を

送 っているのである。 ここで 「昼」 の世界は,現 実,事
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実 を象徴 し,「 夜 」 の世 界 は,理 想,夢 を象 徴 して い る

と も考 え られ る。 キ ャサ リ ンに と って,こ の二 つ の世 界

の生 活 は,共 に重 要 で あ りど ち らか を切 り捨 て る とい う

わけ には ゆ か ない。 それ ゆ え,彼 女 は 常 に こ の 「昼 」 の

生 活 と,「 夜」 の生 活 の狭 間 で,バ ラ ンス を保 と う と苦

悩 して い るの で ある 。小 説 の 最後 でキ ャサ リ ンは,ラ ル

フ との結 婚 に よ り,こ の二 つ の相 反 す る世 界 を調和 させ

よ うと決 心 す る。 つ ま りウ ルフ は,こ こに お い て,二 つ

の世 界 を調 和 させ 両性 具有 の 世 界 を創 造 しよ うと試 み た

ので あ る。 しか し,い かに内 的調 和 の 生 活 が生 う出 され

た かは,こ の 小 説 で は,は っ き り と示 され て は い ない 。

『ダ ロウ ェ イ美 人』(Mrs .Dalloway)に お い て,ク

ラ リ ッサ とセ プテ ィマ ス は,対 極 的 存 在 で あ り二 面性 を

示 して い る と言 え よ う。 う ま り,ク ラ リッサ は,「 正気 」

の,そ して 「生 」 の世 界 に属 す づ人 間 で あ り,セ プテ ィ

マ ス は,「 狂 気 」 の,「 死」 の 世 界 に属 す う人 間 なの で

ある。 ク ラ リ ッサ は,「 生」 の 象徴 とも言 え る,パ ー テ

ィー を催 し,人 生 を楽 しむ事 がで き るが,一 方,セ プテ

ィマ ス は,戦 争 体 験 に よ り,正 常 な感 覚 を失 い,常 に死

に取 り憑 かれ,つ いに は 自殺 す るの で あ る。 この よ うな

対極 的 な人物 の内 面 を描 く事 で,ウ ル フ は,一 面的 で な

い,複 合 的 な人 生 を描 こ うと したの で あ る。 ウル フ 自身,

1923年6月19日 の 日記 に,"inthisbook〔Mrs,Da1・

loway],Ihavealmosttoomanyideas.Iwantto

givelifeanddeath,sanhyandinsanity;...."6と

書 い て い る。 こ の`sanityandinsanity'の 二 面 性 は,

ウル フ のmanic-depressionと も言 うべ き体 験 を元 に し

て,描 か れて い るで あろ う事 も容 易 に,推 測 で き る。

また,セ プ テ ィマ ス は}ウ ル フ 自身述 べ て い るよ うに,

ク ラ リ ッサ の"double"と して の役 割 を担 っ た人物 で あ

る。 それ ゆ え,ク ラ リ ッサ は,「 生 」 に属 す る人物 で あ

る が,同 時 に常 に,「 死 」 を も見 つ めて い る ので あ る。

つ ま り,ク ラ リ ッサ の 「生 」 とは,常 に 「死 」 と,隣 り

合 って存 在 す る もの なの で あ る。汝 友 達 サ リー との 恋 の

最 中 には,"Ifitwerenowtodie,'twerenowto

bemosthappy."8と,死 を絶対 的 な もの と して,崇 め

る一 方,パ ー テ ィー の席 上 では,"shehadneverbeen

sohappy"9と い った状 態 に陥 り,生 を享 受 す るので あ る。

そ して,最 後 の パ ー テ ィー の場 面 に お い て,生 と死 は,

セ プ テ ィマ スの 死 を知 ら され た ク ラ リ ッサ の 内部 で,融

合 され る。 ク ラ リ ッサ は,自 殺 した セ プ テ ィマ ス を羨 み,

死 に憧 れ るが,結 局 は 「生 」 を も う一 度 選 び と り,パ ー

テ ィーの会 場 へ 出 て行 くの で あ る。 こ こで,ク ラ リッサ

の 「生 」 は 「死 」 をも包 含 した高 次 の もの と なっ た と言

え るの では ない だ ろ うか。 この クラ リ ッサ の到 達 した 内

面状 態 は,ウ ル フ の求 め て い た両性 具 有的 状 態 の一 つ を

示 す と思 わ れ る。

ウル フ円 熟期 の作 品,『燈 台へ 』(TotheLighthouse)

は,き わ め て統一 の とれ た,美 しい作 品 との評 価 が高 い。

これ は,主 人 公 ラム ジー 夫人 の存在 感 が,大 き くもの を

言 って い る ため で あ る が,又,こ の作 品 に潜 む両 性 具 有

理 論 に もよ る と考 え られ る。

この作 品 の中 で,哲 学 者 ラム ジー氏 と ラム ジー夫 人 は,

対 極 的催 格 を持 つ 人物 と して描 かれ て い る。周 知 の 通 り,

この 二 人 の人 物 は ウ ル フの 両親 がモ デ ル と な って い るの

だ が,そ れ以 上 に,ラ ム ジー氏 に よっ て男 性 に属 す る さ

ま ざ ま な特 質 が象徴 され,ラ ム ジー 夫人 に よっ て女 性 に

属 す る特 質 が象 徴 され て い る と考 え られ る。

こ の小説 は,"`Yes,ofcourse,ifit,sfineto・

5morrow"10とい う
,ラ ム ジー 夫人 の 息子 へ の こ とばで 始

まる が,こ れ は ラ ム ジー夫 人 の母 性 を象 徴 した こ とばで

もあ る。 息 子 ジ ェ イム ズ は,か ねて よ り窓 か ら見 える燈

台へ 行 きた が っ て お り,夫 人 は息 子 の た め に明 日そ こへ

行 こ うと計 画 して い るの で あ る。 それ ゆ え,夫 人 の こ と

ば は,ジ ェ イム ズ を歓喜 させ た 。 しか し,そ れ に対 しラ

ムジ ー氏 は,"`itwon'tbefine'"11と 冷 た く言 放 ち,ジ

ェイ ム ズ に,父 を殺 した い ほ どの気 持 ちに させ る。 ラ ム

ジー夫 人 は,ジ ェ イ ムズ を愛 す 故 に,彼 の気 持 ち を理 解

し明 日晴 れ る事 を願 い"itmaybefine"と 言 うの で あ

る。 この事 は,夫 人 の 母性 愛 を示す と共 に,彼 女 の主 観

的,情 緒 的 特 質 をも表 して い る。 これ に対 し事 実 を追 求

し,真 実 の み を愛す る ラム ジ ー氏 に は,息 子 の気持 ちは

理 解 で きな い。風 向 きによ り,雨 が降 る と予 知 で きる な

らば,い か な る場 合 に おい て も 「明 日 は雨」 なの で あ る。

この よ うな ラ ム ジー氏 は,理 知 的 だ が,偏 狭 的 人 間 と言

え るだ ろ う。

この 天候 に対 す る,両 者 の発 言 で も明 らか な よ うに,

ラ ム ジー夫 人 は,作 品 中常 に母 性 愛 に満 ち,感 情 豊 か で,

直 観 的,又 主 観 的 とい う,女 性 的特 質 の象徴 の よ うな人

物 で あ り,ラ ム ジー氏 は,真 実 のみ を愛 す る理 知 的,客

観 的,自 己 中心 的 とい う男 性 的特 質 を示 す 人物 で あ る。

二 人 は,常 に この よ うに対 立 した存在 で あ るが,そ れ

と同 時 に,相 補 的 存 在 で も あ り,こ の相 補 作 用 に よ り,

夫婦 が保 た れ て い る とい え るの で は ない だ ろ うか。 真 実

を追 求 す る こ とに疲 れ た ラ ム ジー氏 は,暖 かい母 性 の 象

徴 で あ る ラ ムジ ご夫 人 を求 め,一 方,ラ ム ジー氏 の知 性

は,ラ ム ジー 夫 人 が常 に感 じてい る人 生 の混 沌 に,あ る規

律 を与 え,そ れ に よ って夫 人 は,安 定 を得 る こ とがで き
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る,と い った 具合 なの で あ る。 この よ うな相 補 作 用 で 成

りた っ て い る夫婦 と い う関 係 は,あ る一 つ の 両性 具 有 の

イメ ー ジ を具現 してい る と言 え ない だ ろ うか。

また,こ の小 説 の要 と もな って い る 「燈 台」 も,両 性

具 有 の イ メー1ジを持 っ て い る と思 わ れ る。10年 を経 て,

ラム ジ ー氏 は子 供 達 を連 れ て,燈 台 へ 行 くの で あ るが,

16に な った ジェ イ ムズ の心 の 中 で対 立 す'る二 つ の 燈 台

(子供 の頃 考 えて いた燈 台 と今,目 前 に あ る燈 台)が,

融合 されて い く。

TheLighthousewasthenasilvery,misty-

lookingtowerwithayelloweyethatopened

suddenlyandsoftlyinthe.evening.Now:....

JameslookedattheLighthouse.Hecould

seethewhite-washedrocks;thetower,stark

andstraight;hecouldseethatiswasbarred

withblackandwhite;hecouldseewindows

init;hecouldevenseewashingspreadon

therockstodry.Sothatwasth'eLighthouse

wasit?

No,theotherwasalso.theLighthouse:For

nothingwas'simplyonething.Theotherwas

theLighthousetoo.1z

子 供 の 頃,燈 台 は,ジ ェ▽ ム ス に とっ て ロ マ ンテ ィ ック

に輝 く,や わ らか な存 在 で あ っ た。 言 い換 えれ ば,死

ん だ ラ ム ジー夫 人 を彷 彿 させ る イ メー ジ を持 っ て い た。

しか し,今 燈 台 に近 づ いて み る と,そ れ は冷 た く洗 われ,

荒 々 し く,ひ ど く現 実 的 な建 物 で あっ た。 二 つ の燈 台 は,

か け離 れ た イ メー ジを持 つ もの(「 夢 」 と 「現 実 」,丁女

性 的 イメ ー ジ」 と 「男 性 的 イ メー ジ」 な ど)で あ った が,

ジ ェ イム ズ の心 の 中 で それ は一 つ の も の に離合 された 。

つ ま り 「燈 台 」 は,対 立 す るイメ ー ジ を包 含 した建 物 で

あ り,両 性 具 有 の象 徴 と も言 え よ う。

さ らに,ラ ムジ ー氏 た ちが試 み た 「燈 台行 き」 も大 き

な意 味 を持 つ と思 わ れ る。一 章 にお い て,エ ゴ テ ィス テ

ィッ クで偏 狭 的性 格 で あっ た ラム ジ ー氏 は,夫 人 の 意志

を継 い で,燈 台行 きを決心 した の で あ るが,こ こ に,夫

人 と調和 して い こ うとす るラ ム ジー氏 の 態度 が伺 われ る。

さ ら に,燈 台 へ ま さに着 か ん と した時 に,彼 は,息 子 ジ

ェ イム ズ の舵 さば きを誉 め,息 子 と父 の和 解 を成立 させ

て い る。 これ らは,ラ ム ジー 氏 の片 寄 っ た男 性 的性 質 が

燈 台 に近 づ くにつ れ,序 々 に ま るみ を帯 び,全 一的,両

性 具 有的 に変化 してい っ た こ と を示 して い る と考 え られ

ない だ ろ うか。DavidDaichesは,"thejourneyto

thelighthouseisthejourneyfromegotismto

impersonality."13と 言 って い るが,`impersonality'と

は,両 性 具 有的 特 質 で もあ る と思 わ れ る。

さ らに,.小 説 の最後 にお いて,ち ょ うどラ ム ジー氏 達

が,燈 台 へ着 い た頃,画 家 リリー が カ ンバ ス に引 い た一

本 の線 も重要 で あ る。芸 術 に 「統 一 」(unity)を 求 め て

い た彼 女 は,カ ンバ ス の真 中 に一 本 の線 を引 き,"Ihave

hadmyvision."14と 言 っ たの で あ る。 この"vision"こ

そ 両性 具 有思 想 なの で は な いだ ろ うか。 リ リー は,絵 の

中 に統 一 と全体 を希 求 して いた が,こ れ は同 時 にウ ル フ
嚠の希 求 して

い た両性 具 有 と も言 えるで あろ う。 つ ま りリ

リー は,小 説 家 ウル フ の代弁 者 なの で ある。

い くつ か の両 性 具 有の イ メー ジ に よ り,複 合的 な

`unity'が
,こ の小 説 に与 え られて い る。 それ ゆ え,統

一 の とれ た美 しさが この 小 説 に は存 在 す るの で あ る
。 ま

た,画 家 リ リー に芸 術 理 論 を語 らせ る こと に よ り,1ウ ル

フ 自身 の芸 術 の 致達 すべ き点(両 性 具有)を 明 らか に し

て い るよ うに思 わ れ る。

このよ うに,ウ ルフの小説 か らは,多 くの二面性が見

い出 され,さ らにウルフは,そ のゴ面性の統一 をもめ ざ

していたと思 われる。二面性 のそれぞれが,男 性面,女

性面 と分類 され るなら,そ の統一 を両性具有的状態 と呼
■

ぶ こ とが可 能 で あ ろ う。,

芸術 に お いて,調 和,統 一 性,全 体 性 は,,美 に通 じる

重 要 な要 素 で ある。 ウル フ も又,芸 術 家 と して,こ の内

的 調和,統 一性 を重 ん じ希求 して い た と思 わ れ る。 そ し

て この内 的 調和 の状 態 が,こ こで述 べ て い る,両 性 具有

的状 態 なの で あ る。 す な わ ち,ウ ル フの 両性 具 有理 論 は,

彼 女 の小 説 にお いて芸 術 的 美 を もた らす,重 要 な要 素 と

言 える だ ろ う。

ま た,"ModernFiction"で も述 べ て い る よ うに,ウ

ル フ は,小 説 に おい て,人 生 の`reality'を 描 くこ と を

目的 と して い た。15こ の人 間 の 内面 に存 在す る,人 生 の

realityを 描 こ うと した時,あ る一 つ の見 方 だ け で は,

そ れ は描 くこ と がで きな い。 必 ず相 反 す る二 つ の見 方,

つ ま り複 眼的 見地 か ら,も の を観 察 し,考 え る必 要 がで

て くるの で あ る。片 寄 っ た見方 か らは,片 寄 っ た人 生 し

か見 えて こな い。 これで は,小 説 特 に ウル フの 言 う

小 説 一 は,描 けな い ので あ る。 二 つ の相 反 す る見 方 を

合 わ せ持 つ こ とこ そ,両 性 具 有 と言 うの で あ ろ う。

Blackstoneも 又,次 の よ うに述 べ て い る。

Thereisthetruthofthereason,andthereis

thetruthoftheimagination.Thetruthofthe

reasonispre-eminentlythemasculinesphere,

(3)
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while::thetruth'.ofthe..imaginationisthe

feminine.Together,these:makeup.whatshe

callsreality,is

こ れ ら の こ と か ら,ウ ル フ の 両 性 具 有 理 論 は,彼 女 が,

小 説 を書 く上 で の 基 本 姿 勢 で あ り 又,基 本 的 芸 術 理 念 で

も あ る こ と が,明 ら か に な っ た と思 わ れ る。

3

次 に,心 理 学的 側 面 か ら,ウ ルフ の両性 具 有 理 論 を考

えてみ た い。 ウル フの小 説 に は,常 に対 立 す る概 念 が存

在 し,さ らに彼女 は,こ れ ら二 つ の相 反 す る概 念 を調 和

し,統 一 しよ うと,作 品 の 中 で努 力 してい た。 この よ う

な姿 勢 は,C.G.ユ ン グの 「個 性化 」(`theindivid-

uation')又 は,「 自己実 現」(`theself-realization')

の思 想 と大 変 類似 して い る こと に,気 づ か され る。

ユ ングは,人 間 の心 が,意 識 の世 界 と,無 意 識 の 世 界

か ら成 り立 って い るこ と を体 系 づ けた心 理 学者 で あ るが,

.この二 つ の世 界 は,互 い に相 反 す る要 素 を持 つ世 界 で あ

り,又,相 補 的 に存在 して い る,と い うの で あ る。 人 間

の心 は,元 来 二 つ の相 反 す る要 素 で,成 り立 っ て い るが,

劣性 の 要 素(つ ま りこ れが,無 意 識 の領 域 に属 して い「る)

に,人 は気 づ きに くい と も言 っ て い る。 た と えば,人 間

の心 に存 在す る,内 的 傾 向(内 向)と 外 的 傾 向(外 向),

思 考 と感情,等 は,互 い に他 と対 極 を成 し,相 補 的 性格

を持 って い るの で ある が,片 方 は,.'無 意識 の領 域 に存 在

す るため,自 分 で もな か な か気 づ きに くい。 その た め,

人 は意 識 の領 域 に現 れ た一 方 の性 質 にの み従 っ て生 きて

い くこ とに な りや す いの で あ る。しか し,人 間・の心 は,対

極 間 の ダイ ナ ミズ ムに支 え られ て,一 つ の全体 性,統 合

性(psychictotality又 は,.self〔 自己〕とユ ング は呼

ぶ)を 持 っ て い るの で あ り,・自分 の中 の劣 性 な部 分 と直

面 し,そ れ を統 合 し,自 己 を実現 す る こ とこ そ重要 な こ

とだ と,ユ ング は,述 べ て い る。つ ま り,無 意 識 の領 域

に,目 を向 け,自 分 の 中の 劣性 な要 素 を意 識 し,統 合 し

よ うとす る努 力 こ そが,ユ ン グの言 う 「自 己実 現」 なの

で あ る。受 して,こ の 「自 己実 現」 に よっ て,人 は 自分

の可 能性 を認 識 す る こ とがで き,又,、 調和 の とれた 心的

状 態 を得 るの で あ る。 「自 己実 現」、と はヂ 高次 の 心 的状

態 を意味 す るので あ り,「 自己 実現 」 へ の 努 力 こ そが,

人生 の最 終 的 目的 だ とユ ングは,言 って い る・。

この ユ ングの 「自己 実現 」 の 思 想 か ら考 えて み る と,

ヴ ル フは,自 分 の無 意識 の領 域 に属 す る要 素 を認 識 して

お り,・常 に それ を統 合 しよ テと して いた と思 われ る。 つ

ユ ングにおける自我 と自己

{藩 購 謎謐 窪いる1

ま り、ウ ル フは,作 品 の 中 に お いて,「 自己実 現」 の過 程

を如 実 に表 わ し,又,高 次 の精神 の統合 を希 求 して い た

と言 え るで あろ う。 ウル フ の求 め て いた,両 性具 有的 内

的調 和 と は,自 己実 現 され た,高 次 の 調和 の とれ た,言

い換 え れ ば,完 成 さ れた心 的状 態 とも考 え られ る。芸 術

が 特 に文学 が 一 一 人 間 の 内面 表現 で あ る似 上,

ウ ルフ が,こ の ユ ングの 言 う 「自己実 現」 に向 い,作 品

中,高 次 の心 的状 態 を希 求 して い た こ とは,彼 女 の 作 品

の芸 術 性 の高 さを示 す こ とに な るので は ない か。

又,ユ ング理 論 に お いて,対 立 した精 神 の統 合性 が強

調 され るもの と して,反 対物 の 合 一 を示 す,男 性 と女性

の結 合 の姿 が,自 己実 現 した 自己 の象 徴 と して しば しば

表 われ る。 その 一つ の例 と して,ユ ングは神 話 や夢 によ

く出 て くる 自己 の 表象,℃osmicMan'の イ メー ジを上

げて,次 の よ う に述 べ て い る。

His(CosmicMan's-imageis:presentin`the

mindsofmenasasortofgoaT;orexpression

ofthebasic'mystery-`ofour'.life.-Becausethis

symbolrepresents.thatwhich':iswhole`and

complete,.it'i'soften.conceivedofasabisexual

being.Inthisformthesymbolreconcilesone

of'themost'importantpairsofpsychological

opposites_‐maleandfemale.17

ここで,言 っ て い る,"abisexualbeing"は,"an

androgynousbeing"と 同 じ意味 だ と考 えられ る。 つ ま

り,調 和 の とれ た高次 の精神 状 態 の象徴 として,ユ ン グ

も又両 性 具 有 の イ メー ジを と りあ げ てい るの で あ る。 そ

して さら には,"theCosmicManisthegoalof

creation."と ま で言 って い る。 この こ とは,心 理 学 的 に

(4)
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考 えても,両 性具有理論が,芸 術に とって重要 な意味 を

持つ こどがわか る。

ユ ングに.おいて,統 合 された全体性 が人格化 されたも

のでな く,幾 可学的図形 として生 じて くる場合 があ りそ

れが曼荼羅 である。曼荼羅 とは,修 法上の用具 で円形 を
ロ

した 図 形 で あ り,し観 念 を 通 じ て,絶 対 の 境 地 に入 っ た 人

物 の 状 態 な ど が 描 か れ た も の で あ る。 円 形 と い う図 形 が

調 和,統 合 を 象 徴 す る こ と は,容 易 に 頷 け る こ とで あ る

が,興 味 深 い こ と に は ウ ル フ も 又,.円 形 の イ メ ー ジ を

好 ん で 小 説 に胆 い て い た の で あ る 。 例 え ば,、 次 の よ う な

文 が あ る。

Sheheld`inherhandsforonebriefmoment

theglobewhichwespentourlivesintrying

toshape,round,"whole,andentirefromthe

confusionofchaos.(NightandDay,p.533)

Letusagainpretendthatlifeisaaolid

substance,.shapedlikeaglobe;whichweturn

aboutinourfingers.(TheWaves,p.178)

こ の.よ う なF`globe「images"に つ い て,Dorothy

Brewsterは,.1次 の よ う に 述 べ て い る。

.・Tobringinnerandっuterintoharmonyisthe

ai皿ofIhanyofVirginiaWoolf,sexperiments

intechnique';andthisharmony;-whenachieved

atraremoments,istheperfectflowingto-

getherofstreamofconsciousnessandthe

streamofevents..Itissymbolizedbyoneof

herfavoriteimages,thatofglobe,....18

こ の こ と を 裏 づ け ・る か の よ う、に 又,ウ ル フ は,1928年 の

日記 に``...Ishould・1iketota'ketheglobe.inmy

handandfeelitquietly,.round,smooth;heavy,

andsohold・it,day・afterday."19:と 記 し て い る。 こ

の"theglobe".と は,人 生 を た と え.て 使 っ・て い る の だ

が,ウ ル フ が,』 い か に"theglobeimage・ を希 求 し て

い た か が伺 わ れ る 。 こ の よ う にユ ン グ の 曼 荼 羅 の イ・メ.一

ジ は,ウ ル フ の"theglobeimage"と 重 な る部 分 が あ

る と思、わ れ,ウ ル フ の 自 己 現 実 へ の 過 程,そ して 統 一 さ

れ た 高 次 の 精 神 を 求 め る姿 勢 が,こ こ に も伺 わ れ ・る。

ま た,ユ ン グ の 「ア ニ マ 」(`anima')と 「ア ニ ム ス 」

(`animus')の 理 論 は,特 に ウ ル フ の 両 性 具 有 理 論 と密 着

し た 思 想 の よ う に 思 わ れ る の で,付 け加 え て お き た い 。

ユ ン グ に よ れ ば,入 間 は 誰 で も無 意 識 の 領 域 に,自 分 と

異 な る 性(sex)の 要 素 を持 っ て い る と 言 う 。 つ ま り,

男 性 な ら 女 性 的 面 を,女 性 な ら男 性 的 面 を 無 意 識 の 領 域

に持 っ て お り,そ れ は,ペ ル ソ ナ に 対 す る 極 面 な の で あ

.る
。、ユ ン グ は,,次 の よ う に 述 べ て い る 。

Nomanisso.entirelymasculine.thathehas

nothing.feminineinhi血.Thefactis,'rather;

thatverymasculinemenhavecarefully

guardedandhidden‐averysoftemotional

life,:oftenincorrectlydescribedas`feminine'.20

こ の 男 性 の 中:に 潜 む,女 性 的"averysoftemotional

life".を ユ ン グ は 「.アニ マ 」 と呼 び,・ 逆 に 女 性 の 中 に 潜 「

む,男 性 的 面 を 「ア ニ ム ス 」 と 呼 ん で い る 。 ユ ン グ は,

こ の ア ニ マ と ア ニ ム ス に つ い て,L「1`astheanimapro・

ducesmoods,sotheanimusproducesopinions;.."zi

と も 言 っ て し、、る。 「1噛 ….・

無 意 識 界 に潜 む,こ の ア ニ マ,、'ア.ニ ム ス.を 認 識 す る事

は 弖 非 常 に 困 難 な こ と で あ る が ジ.,「我 々 は,そ れ を 暗 黒 の

世 界 か ら見 い 出 し,統 合 し て ゆ く必 要 が あ る,と ユ ン グ

は 主 張 しで い る。・そ して そ れ が,先 程 か ら論 べ て い るユ

ン グ の い う 「自 己 実 現 」.な の で あ る 。 自分 の.中 の ア・ニ マ,

又 は ア ニ ム ス を統 合 す る こ と に よ り我 々 は,女 性 と し て,

男 性 と し て よ り 豊 か な 自分 の 個 性 を 生 き る こ と が で き る

の で あ る 。

こ の よ う な.ユ ン グ の 説 と大 変 類 似 した 論 理 を,ウ ル フ

は 『私 だ.け の 部 屋 』 の 中 で 展 開 し て い る の で あ る 。幽「、

And'Iwentonamateurishly.tosketchaplan

'ofthesoulsothatineach`ofustwopowers

preside,.':onemale,.`Ionefemale;andinthe

man'sbrainthemanpredominateoverthe

woman;andinthewoman'sbrainthe'woman

predominatesoverthe.man.Thenormaland

comfortable.stateofbeingis:thatwhenthe

twoliveinharmonytogether',spirituallyco-

operating.Ifone:isamari,stillthewomanpart

ofthebrainmusthaveeffect;andawoman

alsomusthaveintercoursewiththemaninher?2

こ こ に お い て,男 性 の 中 の ・5`thewomanpartofthe

brain"は,ユ ン グ の 言 う 「ア ニ マ 」 に,又"theman

inher"は;・ 「ア ニ ム ス コ に 当 て は ま る と 思 わ れ る。

そ し て,``thenormalandcomfortoblestateofbe・

ing_,spirituallyco・operating"と い う部 分 は,

ま さ に ユ ン グ の 追 求 して い た 調 和 の と れ た 精 神,:.自.己 実

現 さ れ た 状 態 を示 し て い る と思 わ れ る 。23.・

こ の よ う に,ウ ル フ の 両 性 具 有 理 論 は,.ユ ン グ の 心 理

学 と,大 変 類 似 し た 点 を持 ち,心 理 学 的 に 考 え て も,高

い次 元 の 思 想 で あ る こ と が,明 ら か に な っ た 。 そ れ で は,

ウ ル フ は こ の よ う な 心 理 学 に,造 詣 が 深 か っ た の で あ ろ

(5)
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うか。 ウ ルフ の弟,エ イ ドリア ンは,高 名 な心理 学 者 と

な った し,ホ ガ ー ス ・プ レス か らは,フ ロ イ トの本 が1924

年 か ら1931年 に かけ て,出 版 され てい る。.フ ロイ トは又,

ブ ルー ム ズベ リー ・グ ルー プ に友 人 を多 く持 って お り,

ウ ル フは,1932年4月12日 には,フ ロイ.トに会 っ て い る。

又,1939年 には,フ ロ イ トの"MosesandMonotheism"

を読 ん で い るので あ る。 この よ うに,環 境 的 に考 えて も

心 理 学 は ウ ルフ に とっ て,か な り親 しみ深 い もの だ っ た

よ うに思 わ れ る。 しか し,ウ ル フ 自身 は,自 分 は心 理 学

の知 識 な ど ほ とん ど持 ち合 わせ て な い とGoldstone氏

宛 の手紙 で述 べ て い る。

IhavenotstudiedDr.Freudorany'psy-

choanalyst‐indeedIthinkIhavenever-read

anyoftheirbooks;myknowledgeismerely

fromsuperficial'talk..Therefore-anyuse`of

theirmethodsmustbeinstinctive.:24(1932.3.19.)

『私 だけ の部屋 』 が
,出 版 され た の が,1929年 で あ るか

ら,少 な くと もウ ル フは,専 門 的 な心 理 学 的知 識 な く,

『私 だ けの部屋 』 を書 い て い たの で あ る。・

又,ユ ングに関 して は,NancyBazinが,"_Leonard

Woolfstatesinaletterwrittentomeon.August

2,1967,`Idonotthinkthatmywife`ever

readanythingofJung'andwasnotfamiliar

[sic]withhisworks、"25と 述 べ て い るこ とか ら,特

に,ユ ングに も親 しんだ 形跡 は,見 当 た・らない 。

これ らの事 か ら,ウ ルフ は,特 別心 理 学 に,興 味 を持

って いた とは考 え,られ ない し,又,特 別 の勉 強 も・して いな

かっ た こ とが明 らか と なっ た。 つ ま りウ ル フの 両性 具 有

理 論 は,単 に小 説 家 ウ ルフの 内 部 か ら創 造 され た もの な

の で あ る。心 理学 者 の 説 を先 取 り'した よ うな ウJLフ の こ

の理 論 に,彼 女 の 内面 的成 熟 度 の 高 さ を感 じ ざる を得 な

いo
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最後 に,ウ ルフ の両 性 具 有理 論 と,彼 女 の フ ェ ミニズ

ム との関連 性 を考察 してみ た い。

ウル フは,女 性 の 自立 を説 い た 『私 だ け の部屋 』 や,

男 性 の横 暴 ぶ りを攻撃 しな が ら平 和 を擁 護 した 『三 ギニ

ー』(ThreeGuineas)に よ って
,よ くフェ ミニ ス トと

呼 ば れ る。彼 女 が 女 性問趣 に興 味 を持 っ て い た事 は,明

らかで あ るが,彼 女 は,決 して 言 わゆ る人 頭 に立 っ て,,

旗 を振 り女性 の権 利 を勝 ち とろ うとす るよ うな,実 践 的

フ ェ ミニス トでは なか った 。彼 女 は,常 に作 家 と して,

内 面 問 題 と して女性 問 題 を考 えて いた の であ る。 そ して

その 中 で も彼 女 の関 心 は 「女流 作 家 と して,小 説 を ど う

描 くか。」とい うこ とに集 中 して い た よ うで あ るdつ ま り

彼 女 の フ ェ ミニズ ム と は,作 家 と して の姿 勢 と深 く係 り

の あ る もの な ので あ る。

『私 だけ の部屋 』 で は
,ま ず男 性 の作 った 規 制 の概 念

に よ っ て,小 説 を描 ぐので は な く,女 性 の見 方 によ り,

女性 独 自の小 説 を書 くこ と を主張 して い る。 つ ま り;自

分 が女 性 で あ る こ と を認 識 し,自 分 の 思 想 を持 つべ きだ

と言 っ て い るので あ る6こ の よ うに,女 性 と して の 自我

に目覚 め る こ とは 「ブ ル ース トッキ ング」 な どの初 期 の

フ ェ ミニズ ム の主 張 で あ る,男 性 と同 じ権 利 を持 つ こ と

や,男 性 の まね をす る こと とは,全 く違 っ た こ とな の で

あ る。 ウ ルフ は,男 性 と女 性 の相 違 を強 く認 識 して い た

の で あ るb

しか し,ウ ル フ は,次 に,"tothinkofonesex

as.distinctfromthe:other-isana#fort.It

interefereswiththeunityofthemind."26と 気 づ

くの で あ る。つ ま り,f方 の性 だ け に片 寄 る こ との危険 を

感 じ,調 和 を求 め る タ うに な り,そ れ が両性 具 有理 論 へ

と発展 してゆ くの で あ る。 ウ ル フは まず,女 性 と して の

自我 に 目覚 め,次 には,そ こ に留 まる こ とな く よ り高 い

入 間 性 を求 め,両 性 具 有 を目指 した の で あ る。 この よ う

な,ウ ルフの 思 想 を,先 のユ ングの夫 人,エ マ ・ユ ング

・が代 弁 してい るよ うに 思 わ れ るの で,引 用 して お く。

Womanhadlearnedto'seethatshe:cannot

becomelikeamanbecausefirstand:foremost

she'isawomanand..mustbeone.However,-the

factremainsthatacertainsumofmasculine

spirithas.ripenedinwoman's:consciousness

andmustfinditsplaceandeffectivenessin

tierpersonality:To'learn.toknowthesefactors,

tocoordinatethemsothattheycanplay

theirpartinameaningfulway,isan,important

partoftheanimusproblem.27

エ マ ・ユ ング も又,'ウ ル フ と同様,女 性 の中 の アニ ムス

を統 合 し両性 具 有 的人 間 と な るべ きこ と を主 張 して いる

の で あ る。

現 代 のユ ング心 理学 者,ジ ェー ン ・シ ンガー は,我 々

の接 近 しつ つ あ る時代 を 「男 女 両性 具 有 の時 代」 と呼 び,

「今 日の西 欧世 界 の社 会 的 習慣 ,風 習,風 俗 の 中 に,ま

た 自分 自身 の意 識 や 自分 の住 む世 界 を拡 大す る方 法 を模

索 しつ つ あ る多 くの人 々の 自覚 の 中 に,男 女 両性 具 有 を

め ぎす,幾 多 の兆候 が あ らわれ て い る謬 と言 って い る。

(6)
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今 日,様 々 な性 の あ り方 が,論 議 され て い るが,そ の中

で次 第 に両性 具 有 の思 想 が 広 が りつ つ あ る の で は な駐

だ ろ うか。男 性 の よ うにな ろ うとす る,フ ェ ミニ ズ ムの

時 代 は終 っ た。確 ガ に,女 性 の意 識 を目覚 め させ た と い

うこ とで,フ ェ ミニ ズ ムは 「両 性 具 有」 に向 う第 一 歩 で

あ っ た と思 わ れ る。 しか し,今 や 我 々 は,フ ェ ミニ ズ ム

を越 えた と ころ に あ る,調 和 と統 一 の世 界 で あ る 「両性

具有 」 に向 っ て い るの では ない だ ろ うか。

20世 紀 初 頭 に生 きた ウ ルフ は,す で に この よ うな今 日

的 問題 に,目 を向 け て いた の で あ る。 ウ ル フは,芸 術 家

と して,対 極 の調 和,統 一 を表 わす 「両性 具 有」 の世 界

を求 め てい た。 そ して,こ の 「両 性 具 有」』思 想 は フ ェ ミ

ニ ズ ム と い う一 方 的 思想 を越 えた,調 和 の あ る,新 しい

入 間 の あ り方 を示 す 思 想 と して人 間 学 上,存 在 す る と言

えよ う。 この こ とか ら考 えて,ウ ル フはBlackstoneが

言 っ て い る よ うに 「フ ェ ミニ ス ト」(afeminist)と い う

よ り 「両 性 具 有主 義 者」(anandrogynist)で あ る と言 っ

た 方 が,妥 当 で あ ろ う。28
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以 上 見 て きた よ うに,ウ ル フの小 説 には,多 くの 二 面

性 が存在 し,又,.そ れ らが統 合 され た イ メー ジ,つ ま り

両 性 具 有 の イ メー ジ も多 く見 い出 され た。 ウ ル フ は,こ

の よ うに文 学 にお い て,二 つの 対極 の内 的 調和 で あ る,

両 性 具 有 を求 め て い たの で あ る。 そ して,こ の両i生具 有

は,芸 術 的 見 地 か ら考 えて も,心 理 学 的 見地 か ら考 えて

も,高 次 の次 元 の思 想 で あ り,ウ ル フ の あ らゆ る思 想 の

基 本 と なっ た理 念 だ と言 え よ う。

ま た同時 に,ウ ル フ は人 間 ど して,、又,小 説家 と して,

両性 具 有 で あ る こ と を望 ん で い た。 ウ ル フは ∫ シェ イ ク

ス ピ アや プ ル ー ス トを両性 具有 の偉 大 な作 家 と言っ て お'

り,彼 女 は,シ ェイ クス ピァ を 目指 して いた よ ラに思 わ

れ る。 しか し,彼 女 は シ ェイ クス ピア に は なれ な かっ た

よ うで あ る。 とい うの は,彼 女 は 両性 具 有 の理 論 を持

ち,そ れ に向 っ て苦 悩 し努 力 して いた が,'入 間 と して

作家 と して は,両 性 具有 の域 に達 す る まで に な らな か っ

た よ うに思 わ れ る。 思 えば'「内」 か ら 「外 」 へ と彼 女 の

作 品 が変 化 して い った の も,こ の苦悩 と努 力 に よ るもの

で あ ろ う。,

ウ ル フは,結 局 シ ェイ クス ピア・には なれ な かっ た。 し

か し,両 性 具 有 を求 め る こと に よ り,複 合化 された 人 生

を描 くこ とが 可 能 とな った ので あ り,又,、 文学 に調 和 と

統 一 を与 え,美 を生 み出 す ・こ とす らで 琴たの で あ る。
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